
平成２６年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について
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電子投票等本会議運営システム導入事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 主管課 議会事務局

会計 小事大事

01

目項

01 01 01 03 58

対象

議案の採決に高機能携帯電話（スマートフォン）を使用し、議員個々の議案への可否を明ら
かにする。また、採決結果をホームページに掲載し、内外への情報発信のスピード化と採決
の透明性を図る。

・スマートフォン３０台使用
・平成２６年第４回定例会からタブレットに変更

市民が議員別採決結果を明確に分かるよう議会の透明化を
図る。また議会事務局を始め執行部から議員への行事や緊
急報告事項などの連絡にスマートフォンを活用する。

主管課長竹内　繁教健全で効率的な行財政運営

名　　称 平成2４年度 平成2５年度 平成2６年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市議会議員 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末を
使用しての議決回数

141 133 157 回 →→

平成2５年度

554,266 585,192

0.05

602,277

554,266 585,192 602,277

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

913,166 934,542 947,740

議案の採決として平成２２年９月議会
から、電子投票（スマートフォン）を
使用し、議員個々の採決状況を明確に
している。また、採決結果をホーム
ページや議会報に掲載している。

平成2４年度 平成2６年度

358,900 349,350 345,463

0.05 0.05

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取り組
みの課題

電子採決が定着しており、改選後も引
き続きシステムを利用するため、新た
な議員への周知が必要である。

④今後の
改善計画

新規当選議員に対してシステムの操作
説明を行う。

①今年度
(H2６)の
改善計画

②今年度
(H2６)に
実施した
取り組み

新たな電子投票に利用する機器とし
て、継続してスマートフォンを使用す
るか、タブレットに切り替えるかを検
討して更新していきたい。

検討の結果、電子投票に使用する機器
をタブレットに切り替えた。


